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ファクシミリ本でみるスペイン黙示録の世界
中世彩色写本を紹介

ファクシミリ本とは：
オリジナル写本の大きさや色を再現。
特に羊皮紙の厚みやしわも忠実に
再現した複製本も多数展示しています。

2023年５月度展示内容のお知らせ

愛知県豊田市西町5丁目５
VITS豊田タウン B1F
(西町5丁目北交差点の
外側階段を降りて下さい)
10:30～17:30

今月は、ベアトゥス写本群のなかで、系統Ⅱaに分
類されている写本２点を展示します。
(大野松彦作図 P.K.クラインに基づく翻案図より）

5月の開館日(予定)
日・水・木・金曜日

(HPで確認下さい)

【今月のﾍﾞｱﾄｩｽ写本】

14日(日)はお休み、
5日(金)は14時, 
25日(木)は13時からです。

(ファクンドゥス写本
1047年頃)

(鳥の飛翔に関する手稿)

(シロス写本
11世紀半ば) (トリヴルツィオ手稿)

H.P. Instagram

(マドリード手稿) (レスター手稿)

GoogleMap

今月は、写本ではないですが、レオナルド・ダ・
ヴィンチの手稿４点を展示します。

【特別展示】

日 月 火 水 木 金 土
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中世初期のイベリア半島北部アストゥリアス地方のリエバナにある修道院の修道士、ベアトゥス(ベアト
Beato ？‐798)が776年に「ヨハネの黙示録註解書」を編纂しました。原本は既に存在していませんが、
非常に人気を博し、10世紀から12世紀にかけて多くの写本がイベリア半島はもとよりフランスやイタリ
アなどで制作されました。ほとんどの写本には、彩色された挿絵が多数描かれており、その鮮やかな
色使いと想像力豊かなインパクトの強い挿絵が後世にながく影響を与えてきました。

これまでに発見されたベアトゥス写本のうち、挿絵入りのものは29 写本あり、そのうち完本の写本は22
写本、断簡の写本が7写本あります。
本ライブラリーには完本22写本のうち19写本のファクシミリ版があります。 ファクシミリ版の中には羊
皮紙の厚みやシワ・汚れ・破れ・落書きなどをそのまま再現した精巧なものもあります。
1000年近く前に作成された写本の当時の雰囲気を味わってください。

ベアトゥスの黙示録註解書写本について

【ファクンドゥス写本】
13世紀に制作されたﾗｽ ｳｪﾙｶﾞｽ写本を除くと、修道院で
はなく王室(ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ1世)の依頼で制作された唯一のベア
トゥス写本です。 写字・挿画としてﾌｧｸﾝﾄﾞｩｽの署名から
その名で呼ばれています。

【シロス写本】
サント ドミンゴ デ シロス修道院で制作された本写本は、
修道士ムーニョとドミニコが写字を、ペトロスが挿画を
行ったことが書かれています。挿絵をすべて書き終えた
のは、写字が終わってから18年後の1109年でした。
写本はほとんど完全な状態にあることから、あまり使用さ
れていなかったと考えられます。

【トリヴルツィオ手稿】
1487-90頃 51紙葉
レオナルド最初期の科学的考察を伝える貴重なノート。
ラテン語語彙集のほかに，警句，諧謔詩，金言，さらに戯
画やスケッチ，機械の草案などが含まれる。

【鳥の飛翔に関する手稿】
1505年 20紙葉
鳥の飛翔の精緻な観察を通して，空気中の飛行原理を
力学的に追求した。

【マドリード手稿】
1493-1505年頃 Ⅰ：184紙葉、Ⅱ：158紙葉
Ⅰ時計を含む種々様々な機械構造と機械理論に関する
考察
Ⅱアルノ川の流れを変えるプロジェクト、『アンギアーリの
戦い』、透視図法と光学、フランチェスコ・スフォルツァ
（Francesco Sforza）の騎馬像鋳造など

【レスター手稿】
1505、1507-8年 36紙葉
科学的観察および考察がまとめられたノート。
月の満ち欠けや天体の運動などを扱う天文学、流水を扱
う流体力学及び治水など、また、地殻の変動や地球の内
部構造についての地球物理学的考察が、鏡面文字で書
きこまれている。ビル・ゲイツ所有。

【レオナルド・ダ・ヴィンチ手稿】
レオナルド・ダ・ヴィンチ手稿は、レオナルド・ダ・ヴィンチ
（Leonardo da Vinci、1452年4月15日 - 1519年5月2日）が、
約40年間にわたって書き綴ったノート。書き残した全手稿の
うち約3分の2が失われ、現存するのは約5000ページと言
われている。

今月の展示写本

ベアトゥスの写本群の系統図はいくつか
発表されていて、右図はP.K.クラインが
提唱するものを大野松彦博士が作図し
た翻案図です。
ベアトゥスの黙示録註解書は第１版が
776年、第2版が786年(又は784年)、
第3版が8世紀末に書かれたということです。
今回は右図でいう系統Ⅱ群aに属する写本
２点を展示します。
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